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研究成果の概要（和文）： 本研究は、国際関係において「共通の利益」の認識の形成に国際制度がどのような
影響を与えるのかを明らかにすることを目的とし、国際経済分野と安全保障分野での事例を比較検討した。異な
る分野の検討から、国家間の「共通の利益」の認識の存在を前提に国際制度が形成されたと考えられてきたが、
一旦成立した国際制度は必ずしも「共通の利益」の認識の共有を促進するとは限らないことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）： This study analyzes the effect of international institution on the 
perception of “common interest” by focusing two issue-areas such as international economy and 
international security. Liberal institutionalism assume that international institutions are 
constructed based on the perception of “common interest” among states.  This study shows that once
 established international institutions do not always strengthen the perception of “common 
interest” not only among states but also within state.

研究分野：国際関係論

キーワード： 国際協調　共通の利益　国際制度　国際経済　安全保障

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　近年の国際関係において、地球規模問題（グローバル・イシュー）への関心が高まり「共通の利益」の重要性
が指摘されている反面、トランプ米大統領の主張に見られるように「共通の利益」への関心の低下が見られる。
本研究は、多国間主義や国際協力の前提となる「共通の利益」の形成と国際制度との関係に新たな学術的な知見
を加えるものであるだけでなく、現在の国際関係における「共通の利益」認識の検討に寄与するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1)国家間の協力の問題は国際政治学の大きなテーマであり続けてきた。現在の国際関係におい
ては、グローバル・イシュー（地球規模問題）と呼ばれる問題への対応が重要が課題となり、多
様な主体の協力が要請されるグローバル・ガバナンスにおいても国家間協力が不可欠の要素と
考えられている。その前提となるのが「共通の利益（common interest）」の存在とみなされてい
る。 
(2)国家間協力に関する研究は、主としてゲーム論の手法を用いて多くの研究が蓄積されてきた。
これらの研究は、国家間には「共通の利益」があるにもかかわらず、なぜ協力できないのかとい
う点に着目してきたが、国家間の「共通の利益」を所与のものとして扱う。他方、グローバル・
ガバナンス論では、国際公共財という概念を用いて、「共通の利益」を国際公共財とみなし、国
際公共財の供給に焦点をあててきたが、これらの研究も「共通の利益」を所与のものとして扱う。 
(3)本研究は、「共通の利益」を国家間に所与であるという前提自体を問い直し、国際協力を検討
するには「共通の利益」がどのように認識され、国家の行動に影響を与えるのかという点を明ら
かにすることが重要とする問題意識に基づいている。 
 
２．研究の目的 
(1)本研究は、国際関係において「共通の利益」の認識の形成に国際制度がどのような影響を与
えるのかを明らかにすることを目的としている。主体の多様化、イシュー間の関連性の増加が進
む現代国際関係において、国家間協力の理論的研究が前提としてきた「共通の利益」の認識が問
われている。 
(2)本研究では、一旦形成された国際制度が国家間関係だけでなく国内政治に与える影響を分析
の射程に入れ、国際社会における「共通の利益」の形成に国際制度が果たす機能について検討す
る。 
 
３．研究の方法 
(1) 国際制度と「共通の利益」については、これまでも多くの先行研究がおこなわれてきた。ネ
オ・リベラル・インスティテューショナリズム（neo-liberal institutionalism, 新自由主義制度
論）では、国際制度が囚人にジレンマ状況で国家間において「共通の利益」の実現に至る条件を
整える自律的な機能を果たすと位置付けた。また、コンストラクティヴィズ （constructivism、
構成主義）は、国際制度（国際レジームや国際条約など）を「共通の利益」の具体的な表出とし
てとらえ、国際レジームや国際条約の形成の考察に焦点を当て、国家や非国家主体（特に NGO）
がどのように制度形成に関与したかについての研究を蓄積してきた。しかし、ネオ・リベラル・
インスティテューショナリズムでは、理論的に国際制度の機能を導出してはいるものの、既存の
国際制度がどのように国家間の「共通の利益」の実現を促進するのかについての実証的な研究は
多くなく、コンストラクティヴィズムでは、国際制度が「共通の利益」認識に与える効果につい
て焦点をあてる研究は少ない。 
(2)以上の問題意識に基づき、本研究は、国際制度と国際協力について国際制度の形成に焦点を
当ててきた従来の研究を批判的に検討し、既存の国際制度が国家間あるいは国内における「共通
の利益」認識の形成について、異なる問題領域の事例を検討することによって考察する。具体的
には、国際経済分野と安全保障分野であり、研究代表者と研究分担者が担当した。 
 
４．研究成果 
(1)グローバル・イシューに関する国際協力についての先行研究、国際制度の機能に関する理論
的な先行研究、国際協力における情報の役割についての先行研究を網羅的に渉猟し整理、検討し
た結果、国際制度の機能に焦点を当てた研究に見られる展開（国際公共財論とオーケストレーシ
ョン理論）を批判的に検討した。オーケストレーション論の代表的研究者である Kenneth W. 
Abbott と Duncan Snidal 両教授を招いて意見交換を行った。これらの作業から、従来の国際制
度論において分析が不十分である２つの点、すなわち（１）非国家主体と国家、国際制度の関係、
（２）国際関係における勢力分布の変化が国際制度の役割に与える変化、を指摘し、その成果を
論文として刊行した。 
(2)研究分担者は、「国家の安全と個人の安全とは両立するのか」というテーマについて、特定良
医いいにおける多数派の自由と少数派の不自由、そして特定時点以前の価値配分の回復と特定
時点以後の価値配分の維持に商店を当て、国際制度が十分に機能しない状況では、関係主体が同
時にその価値の保全を実現できるものではないことを論証し、安全の確保という「共通の利益」
が容易ではないことを理論的に明らかにして、成果を論文として刊行した。 
(3)研究代表者は、国際金融の分野において IMF を中心とした国際制度（G7サミットでの合意も
含めて）が国際金融の不安定の回避を課題とする状況で、日米両国の政策において国際制度での
合意が「共通の利益」として国内政策において金融当局に認識される過程の考察を行い、日本に
ついての考察の結果は、日米の国際共同研究の一部として刊行した。 
(4)従来の研究では、多国間主義（multilateralism）、国際制度、「共通の利益」との関係につい
て、国家間の「共通の利益」の認識の存在が多国間主義の前提であり、国際制度は多国間主義の
具体化ととらえられ、一旦形成された既存の国際制度が各国の「共通の利益」の認識を高めると



考えられてきた。しかし、政府の国際制度への関与を通して国際制度を国家の代理人（agent）
とする認識が国内で強くなると、国際制度は必ずしも国内の「共通の利益」の認識の共有を促進
するとは限らないことが知見として得られた。 
(5)研究分担者は、各国の安全保障という「共通の利益」の認識と同盟という国際制度との関係
を分析し、同盟においても自衛権の行使の範囲などについての関係国間の認識が一致しなけれ
ば、安全保障のディレンマや同盟のディレンマが深刻化し、利害調整のための意図のコミュニケ
ーションも容易ならざるものとなるという結果を導き、成果を論文として刊行した。 
(6)国際制度が中心的な役割を果たしてきたと考えられる国際経済の問題領域と国際制度の役割
が限定的とみなされる安全保障の問題領域における複数の事例の比較考察から、「共通の利益」
の認識に基づき構築された国際制度は「共通の利益」の認識の共有を必ずしも促すように機能す
るわけではなく、政府や国内主体の国際制度に対する認識を通して「共通の利益」の再定義が必
要になるという異なる問題領域に共通する知見を得た。 
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